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概要
私のアルバイト先には、販売奨励システム「ラリー」という仕組みが存在する。このシステムでは、スタッフが顧
客に毎月決められた商品を勧め、購入してもらうと勧めたスタッフに報酬が支払われる仕組みとなっている。しかし、
現状のシステムでは、販売促進活動を評価するためのデータが不足しており、スタッフの推薦活動と販売結果を連携
させて分析する仕組みが存在しない。そのため、販売促進活動の具体的な効果を分析することが難しいという課題が
あった。
本研究では、この課題を解決するため、音声認識技術と POSデータを活用した販売促進活動の評価システムを開
発した。このシステムでは、スタッフが自身のスマートフォンを使用して接客中の音声を録音し、それをWebアプ
リケーションにアップロードする。この際、音声データはスタッフ名やアップロード時間と紐づけられてシステムに
保存される。営業時間終了後には、保存された音声データがMicrosoft Azureの音声認識サービスを利用してテキス
ト化され、テキストデータからラリー対象商品名を特定する。この特定された商品名は、POSデータと照合され、推
薦された商品が実際に購入されたかどうかを判定する仕組みである。
このシステムの実装には Python を使用し、Web アプリケーションフレームワークとして Flask を導入した。ま
た、音声データのアップロード機能やデータ処理ロジックは、シンプルで使いやすいインターフェースを提供するた
めに HTML、CSS、Bootstrapを用いて構築された。テキストデータの管理や POSデータとの照合には Pandasラ
イブラリを活用し、大量のデータも効率的に処理可能な構成としている。
実験では、仮想データを用いてシステムの動作検証を行った。スタッフが商品を推薦する音声データを入力し、解
析結果を POSデータと照合するプロセスを評価した結果、ラリー対象商品の推薦と実際の販売実績を正確に関連付
けることができた。また、解析されたデータを基にスタッフの貢献度を数値化し、公平に評価する仕組みが機能する
ことを確認した。この結果、スタッフのモチベーション向上や業務効率化が期待される。
本研究では、提案するシステムを通じて販売促進活動の透明性と効率性を向上させるだけでなく、販売現場におけ
るデータドリブンな意思決定を支援する仕組みを構築した。この仕組みにより、販売活動の効率化や戦略の最適化に
寄与することが期待される。


